















Dreu & Weingart, 2003）。関係葛藤とは，他のメンバーの人柄や性格など，集団の目標や課題
とは直接関係しない事柄に起因する葛藤である。関係葛藤のように，感情的に対立すること
は，両者の関係を悪化させ，両者が議論を交わしても成果を上げにくいことが示唆されてい
る（Allred, Keith, Mallozzi, Matsui, & Raia, 1997）。一方，課題葛藤とは，集団が所有する資源の
使い方，あるいは課題に対する態度や信念などに起因する葛藤である。課題葛藤のように，自
他の見解の相違に基づく対立は，それを解決することで，当事者に他者視点の取得や他者理解









































るかを規定する要因として，性別（Falbo & Peplau, 1980），勢力（Dant & Schul, 1992），あるい



































































 図 1 具体的な活動場面別他者との間に葛藤を経験した程度 
 
  





























られた（F（2,1470）=7.42, p<.05, F（2,147）=15.18, p<.05）。タイプ2およびタイプ3の葛藤はいずれ
も，班や係での活動および休憩時間よりも，学級会で有意に多く経験し（p<.05, p<.05, p<.05, 
p<.05），休憩時間よりも班や係の活動で有意に多く経験していた（p<.05, p<.05）。
 
 図 2 活動場面およびタイプ別他者との間に葛藤を経験した程度 
 
  








7 － 27 －
学級における集団内葛藤の生起状況およびその対処方略
　また，すべての場面で，葛藤のタイプの有意な単純主効果が認められた（F（2,1470）=4.35, 
































タイプ 2 タイプ 3
学級会
　タイプ 1 .33** .23**
　タイプ 2 .29**
班や係での活動
　タイプ 1 .34** .25**
　タイプ 2 .35**
休憩時間
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